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WorkCAN's（ワーキャンズ） 報告書 

リアル・エナジー・フォーラム ３ 

学び合おう！これからの両立支援 

語り合おう！これからのピアサポート 

  

開催日：2026 年 5 月 18 日（月） 14:00～17:00  

開催方法：対面式 （サッポロビール本社 講堂にて） 

参加者数（申し込みベース）：６０名  

研修参加企業・個人(申込ベース)：２８社  

コアメンバー企業：アフラック生命保険（株）、カルビー(株)、サッポロビール（株）、（株）ZENTech、 

(株)電通、（株）櫻井謙二商店、（一社）CSR プロジェクト(運営担当)  

 

WorkCAN’ｓの活動の一部はアフラック生命保険株式会社の協賛で運営されています。 

 

【当日のスケジュール】  

1. 開会のあいさつ：  

村本高史氏 （サッポロビール（株））  

２． レクチャー１： 

「治療と就業の両立支援企業の努力義務ってなに？～企業内コミュニティができること～」 

近藤明美氏 （特定社会保険労務士 近藤社会保険労務士事務所） 

３． レクチャー2： 

「一人の声から、組織の力へー Can ゆう会； 2 年間の歩みとこれから」 

松本舞氏/横溝純弥氏 （株） ゆうちょ銀行 

４． ディスカッション・質疑応答：  

モデレーター 大賀有季子氏 アフラック生命保険（株） 
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５．  グループディスカッション： 「これからの両立支援 これからのピアサポート」 

① この 1 年を振り返ろう ② 今後に向けてのチャレンジ 

６．  全体ディスカッション・今後の予定 

モデレーター  武田雅子氏 （株）ZENTech 

7.    閉会のあいさつ： 櫻井公恵氏 （株）櫻井謙二商店 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

1.  開会のあいさつ： 村本高史氏 （サッポロビール株式会社）  

事務局よりフォーラムのスケジュール案内が行われた後、ＷｏｒｋＣＡＮ’ｓコアメンバーである、サッポロビ

ール 村本氏より開会のあいさつがあった。 

村本氏は、WorkCAN’s のこれまでの活動を振り返りつつ、今回で 3 度目となるフォーラムのリアル開

催が実現できたことへの感謝を述べたうえで、参加者に向けて『会社のため、仲間のためも大事だが、ま

ずは自分のために学び、楽しもう』というメッセージが送られた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． レクチャー１：「治療と就業の両立支援企業の努力義務ってなに？ー企業内コミュニティ 

ができることー」  近藤明美氏 （特定社会保険労務士） 

 

 レクチャー１では、CSR プロジェクト副代表理事で特定社会保険労務士の近藤明美氏より、2026 年 4

月から、これまで行政指導にとどまっていた企業の「治療と就業の両立支援」が、労働施策推進法の改定

に基づき「努力義務」となったことについて、その背景や内容についてスライドを用いながら説明された。

当事者として、そして雇用者として知っておきたいこと、環境整備について、留意事項の説明に続いて、

両立支援のプロセスが紹介された。 

近藤氏は、制度や環境整備の土台づくりも大切だが、何より重要なのはお互いの理解を深め、すれ違い

を防ぐ対話力であると述べた。そのうえで、社内コミュニティが果たせる役割として、企業の風土づくり

やピアサポートを通じたつながりの場を持つこと、人事や経営者への橋渡し役をつとめるなどを挙げ、こ

れらが「会社の制度を補完する柔らかな仕組み」になり得ると結んだ。 
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３． レクチャー２：「一人の声から、組織の力へー Can ゆう会； 2 年間の歩みとこれから」 

松本舞氏/横溝純弥氏 （株式会社ゆうちょ銀行）  

 

レクチャー２では、ゆうちょ銀行のがん患者コミュニティ＜Can ゆう会；＞の発起人である松本氏と事務

局担当の横溝氏から、ゆうちょ銀行の概要、会の発足までの経緯に続き、会の名前について「Can ゆう

会；」の「Can」は cancer だけでなく、メンバー１人ひとりの可能性を、「ゆう」はゆうちょ銀行の「ゆう」、

およびコミュニティとして「友」という意味も込めており、最後の「セミコロン」は接続語と同じ意味をもつ

ため、会が続いていく様子をイメージしたものである、と説明された。 

発足から 2 年余り、メンバーは累計 12 名となり、現在は本社を中心に活動しているとのこと。松本氏は

自身のがん罹患経験を機に、「この辛い経験を活かしたい」との思いから、語り合える場、コミュニティを

作るべく奔走し、一緒に動いてくれる仲間を募り、まずは規約づくりからスタートした。その際、サッポロ

ビールが公開しているガイドラインがとても参考になったと語った。事務局担当の横溝氏からは、こうし

た取り組みが評価され、2026 年 2 月には日本郵政グループ内の優れた取り組みを表彰する「JP 行動

宣言 社長賞」を受賞したことが報告された。 

今後の課題として、会の認知度の低さ、および本社中心の活動でメンバー数も伸び悩んでいることが挙

げられた。最後に松本氏はこの 2 年を振り返り、「この場で自分たちの活動を紹介できる機会を得ること

ができてとても嬉しく、今後、自分たちで他の方々の役に立てることがあれば力になりたい」と述べ、発

表を結んだ。 
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４． ディスカッション・質疑応答：   

モデレーター 大賀有季子氏 （アフラック生命保険株式会社） 

続いて、レクチャー１、２について、大賀氏がモデレーターとなり、参加者との質疑応答が行われた。 

質疑応答では 

Q①：コミュニティ立ち上げから２年という短期間でどうやって達成できたのか？ 

A：自身の強い思いやサバイバーのつてを頼っての仲間集め、サポートがあって達成できた。 

 

Q②：なぜがんに特化できたのか？ 

A： 社内でも「なぜがんだけ？」という声はあったが、自分はがんしか経験していないし、対象を広げ 

すぎると焦点がぼけてしまうのではないかと考え、まずは「がん」からスタートということにした。 

 

Q③：企業の両立支援に関する努力義務が将来法制化する可能性はあるのか？ 

A： 現在、法制化を目指す動きもある。過去の他のケースを見ても法制化されたものは多く期待できる 

のではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. グループディスカッション 「これからの両立支援 これからのピアサポート」 

武田雅子氏 （株式会社 ZENTech）  

５～6 名×10 グループで実施。ファシリテーターと発表者の役割を選出し、自己紹介後に、2 つの関連す

るディスカッションをグループごとに行った。 

 

① 「この一年を振り返る」  

② 「今後に向けてのチャレンジ」 
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①②のディスカッションともに、参加者は付箋に意見や感想を書き込み、それをグループでまとめたうえ

で、他の参加者と共有したいこと、また、チャレンジへのアドバイスが欲しい点があれば、それについて発

表することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 45 分のディスカッションであったが、どのグループも積極的に自社事例や個人のアイデアを出し合い、

作業の過程では他のコミュニティの取り組みに関する情報交換や共有もなされ、それらを融合し、さらに

アイデアを付加するなど、異業種・異職種ゆえの広く高い視座での意見交換が行われた。 

 

 

6． 全体ディスカッション・今後の予定：武田雅子氏 （株式会社 ZENTech）  

武田氏がモデレーターとなり、各グループの発表者よりグループディスカッションでまとめた内容が発表

された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくつかの声を紹介すると； 

（課題・実績） 

✓ 当事者の声が聞こえてこない 

✓ 相談窓口を明確化することやピアサポーターの体制づくりが必要 

✓ サロン的な集まりの開催・研修/セミナーの開催ができた 

✓ トップを巻き込んでカルチャーを作っていく 

✓ 事務局の担い手不足（仕事なのか課外活動なのか？） 
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✓ 自分の病気を公開することにためらう人が多い（オンライン・顔出し NG で対応も） 

✓ 当事者のみならず家族にも間口を広げること 

 

（今後取り組みたいこと・臨むこと） 

✓ 今後どう広げていくのか？つなげていくのか？ 

✓ その先に何かワクワクする楽しみがほしい 

✓ 社外とのネットワークの構築（ランチタイムでの交流会やイベント開催） 

✓ WorkCAN’s のネットワークでもっと情報共有できるといい。このメンバー間のメンバーズサイト

を作ってほしい 

✓ コミュニティは立ち上げより維持していくことが難しい 

✓ 上司や経営陣にも知ってほしい 

✓ 仲間集めのヒントがほしい（誰かひとりでもがんサバイバーを見つけ、その人を中心に集めていく） 

 

各グループの発表内容は別添『グループディスカッション時成果物』参照 

 

今回も沢山の意見が共有され、その後、それぞれのグループでまとめられた意見が書かれた模造紙を参

加者が自由に閲覧した。  

その後、武田氏より今年創設された「WorkCAN’s がんアワード」について説明があり、多くの企業に参

加してほしいと呼びかけた。 

 

７. 閉会の挨拶： 櫻井公恵氏 （株式会社櫻井謙二商店）  

 

最後に、櫻井公恵氏が「中小企業代表」として挨拶し、今日のフォーラムの講師陣、参加者に謝辞を述べ、

ネットワーキングの大切さを述べた。そして、開会のあいさつにあった「＜自分のために＞活動している

か？」ということを再度問いかけてフォーラムは閉会となり、懇親会へと移った。 

 

事務局より追記：  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

今年のフォーラムにおいても、サッポロビールさんの有志の方々のきめ細かい会場準備、参加者対応に

感謝します。また、サッポロビールさんとカルビーさんの懇親会への飲み物、スナックのご提供もありが

とうございました。懇親会はかなり盛り上がったようで、閉会アナウンスぎりぎりまで、皆さん残って話

をされていました。やはり外部との意見交換の場は貴重だなと感じた次第です。 

今回のフォーラムはディスカッションの枠を多めにとりましたが、課題解決のヒントの共有などができて、

結果良かったのではないかと感じています。 

フォーラム終了後に実施したアンケート結果では、ほとんどの方がフォーラム内容について「満足された」

と回答がありました。 

今後の運営課題としては、 

・グループディスカッションのファシリテーターについて、事務局運営側に一任してはどうか？ 

・WorkCAN’s の参加者間での交流のサイトなどを設けてほしい 

といった声が聞かれ、今後検討していきたいと思います。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

（文責：CSR プロジェクト 高橋みどり） 
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■グループディスカッション時成果物 
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グループ⑦                            グループ⑧   
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グループ⑨                             グループ⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


